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論文内容の要旨

本論文は，プレローディング，パーテイカルドレーンおよび地下水位低下を併用した強制排水工法

の有用性を示すとともに地中水の強制排水による軟弱地盤改良効果を明らかにし その合理的設計

法を提案したものである。

本論文は10章より構成されているO 第 1 章は序論である。

第 2 章においては埋立超軟弱地盤の改良技術についてまとめ軟弱地盤改良の必要性と適用目的

および期待される効果，および現在適用されている各種の地盤改良工法の位置づけを明らかにした。

第 3 章においては，地中水の強制排水に関する地盤改良技術について，理論・設計と施工に関連す

る技術の問題点を指摘し特にパーテイカルドレーンの施工に起因する問題と課題を明確にした。

第 4 章においてはパーテイカルドレーンに地下水低下を併用した時の圧密理論式を提案するとと

もに，さらに，ウエルレジスタンスおよびドレーン周りの土の乱れを考慮した圧密理論式を提案した。

第 5 章においては地下水低下が圧密過程に与える影響について実験的に検討を加えるとともに，

地下水位低下の定量的評価を行った。

第 6 章においては土の乱れが圧密係数に与える影響について実験的に考察し，土の乱れによる圧

密係数の変化が，一軸圧縮強度の変化で表せることを示した。

第 7 章においては各地で施工された種々のパーテイカルドレーンによる圧密沈下計測データに基

づき，パーテイカルドレーンの打設方法が土の乱れに与える影響について定量的評価を行った。

第 8 章においては各地で実施されたパーテイカルドレーンに地下水位低下を併用した時の現場計

測データに基づいて地下水位低下がウエルレジスタンス，土の乱れを受けた粘性土の圧密過程に与

える影響について定量的評価を行った。
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第 9 章においては，有限要素法による解析に基づいて，圧密理論式の精度について検討し提案し

た圧密式の簡便性信頼性について確認した。

第 1 0 章は結論であり 本研究の総括を述べた。すなわち プレローディングノイーテイカルドレー

ンおよび地下水位低下を併用した強制排水工法は，非常に圧密速度をはやめ，しかも地盤の強度増加

にも有効であることが確認され，その有効性が示された。さらに本強制排水工法に対する圧密理論

式を誘導し，現場計測データに基づいてその適用性を検討することにより，合理的設計法を提案した。

ー論文審査の結果の要旨

軟弱地盤改良工法において数種の改良原理を併用することはその改良効果を高める上で有効な

手段である。本論文では，プレローディング，パーテイカルドレーンおよび地下水位低下を併用した

強制排水工法を取扱い，特に地下水位低下，ドレーン周辺土の乱れおよびウエルレジスタンスに焦点

をあてて理論的な検討を行うとともに室内実験および現場計測データに基づいて 提案した圧密理

論式の適用性を確認し，地中水の強制排水による軟弱地盤改良効果を明らかにするとともに，その合

理的設計法を提案したもので，その成果を要約すれば次の通りであるO

(1) プレローディング，パーテイカルドレーンおよび地下水位低下を併用する場合の圧密理論式を誘

導するとともに，ドレーン周辺土の乱れおよびウエルレジスタンスを考慮した圧密理論式を提案

しているO

(2) 圧密係数に及ぼすドレーン周辺土の乱れの影響ならびに圧密過程に及ぼす地下水位低下の影響

について，理論的，実験的に検討を加えるとともに，地下水位低下による改良効果の定量的評価

法を提案しているO

(3) 9 カ所のケースヒストリーに基づいて ドレーン周辺土の乱れに及ぼすドレーン打設方法の影響

ならびにドレーン周辺土の乱れとウエルレジスタンスを含む圧密過程に及ぼす地下水位低下の影

響について，提案した圧密理論式に基づいて検証するとともに，その定量的評価法を提案してい

るo

以上のように，本論文はプレローディング，パーテイカルドレーンおよび地下水位低下を併用した

強制排水工法の基礎となる圧密理論を確立するとともに実測データに基づいて検証することによっ

て，地中水の強制排水による地盤改良効果を明らかにし，その合理的設計法を提案したもので，学術

上，実務上有効な成果であり，土木工学および土質工学の発展に寄与するところが極めて大きし、。よっ

て本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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